
－38－

１：はじめに～約40年前の出会い～
　サツマイモの文化史研究に半生をささげ
た井上浩先生が、今年（2023年）７月11日
に満92歳でお亡くなりになった。
　私が井上先生に、はじめてお会いしたの
は、約40年前の昭和57年（1982）の春頃だっ
た。すでにその頃には、川越いも歴史研究
の第一人者であった。当時、川越市制施行
60周年を記念して、地域再発見のために市
民向「さつまいもトータル学講座」を、私

（当時、社会教育の公民館職員だった）が
企画した時に講師の一人として依頼したの
が、出会いのキッカケであった。偶然にも、
その時井上先生は川越いも研究会を組織し
て「川越いもの歴史展」を、川越の街なか
の蔵造り資料館にて９月～12月に開催予定

の準備中であった。そのようなことから、
その後の長いご縁がはじまった。

２：井上先生の人柄と研究活動の広さ
　井上浩先生は、昭和６年４月５日に埼玉
県の飯能で生まれた戦中派であった。旧制
川越中学２年生（14歳）の時、勤労働員先
の陸軍兵器製造工場で終戦を迎えた。敗戦
を経験して世の中がガラリと変わって、人
生の価値観もまったく変わってしまったと
いう。昭和29年に東京教育大学経済学科を
卒業後、埼玉県立浦和高校の定時制通信教
育部の教師として就職し、その後、全日制
の社会科の教諭となった。さらに昭和55年
に県立松山高校（東松山市）に転勤し、定
年まで勤務された。戦争体験を通して権威
を嫌うようになり、生涯をヒラの教師とし
て押し通した。エピソードとしては、社会
科のテストを行ったとき、回答ができない
生徒が、サツマイモのことを書けば点数を
もらえたとの逸話がある。ユニークな教師
の横顔として、私の記憶にも残っている。
　人柄は、親しみ易く、何事にも行動的で、
交際範囲が驚くほど広く、いろいろな方か
ら好かれる飾らない性格であった。おいも
仲間の他に、特に文化人や趣味人などの
方々との、幅広いお付き合いが多かった。
　井上先生の研究は、農業経済史を専攻し
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1982年秋のイモ畑での写真・・・「1982年秋、川越
市制施行60周年を記念して、川越いも歴史研究者と
して、川越の60人展の一人に選ばれた」
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川越いも友の会　事務局長

サツマイモ歴史文化研究の第一人者だった井上浩先生
～約50年間の研究活動を顧みて～
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たことから、地方の物産史が基盤であった。
奥様（和子氏）と結婚して、川越に住むよ
うになったためか、川越地方に関する研究
が多かった。埼玉県内の麦作の歴史や河越
そうめん、養蚕史、川越唐桟、甘柿の禅寺
丸、川越いも、入間ゴボウ、マクワウリ、
サトイモなどの物産の他、民俗芸能や祭り、
汚名返上のため不老川（昭和60年当時、日
本一汚い河川と騒がれた）の総合研究活動
も行われた。地元では郷土史研究家として
評価され、昭和52年から、長年、川越市の
文化財保護審議会の委員を務められた。
　しかし、井上先生を一言で表現するとし
たら、日本のサツマイモ歴史文化研究の第
一人者であったと言える。

３：井上先生のサツマイモ研究が飛躍
　先生が、サツマイモ研究を始めたキッカ
ケは、川越いもの歴史研究からであったが、
それは昭和40年代中頃だと思える。その理
由を、先生は「川越に住み、高校で歴史や
地理を教える者にとって不思議だったの
は、川越ほどのサツマイモ産地に、その文
化史を研究した人がいなかったことだ」と
記している。『埼玉史談』18巻第４号の
1971年12月号に「川越いもの作り初め」と
いう小論を、最初の研究成果として発表し
ている。
　それから10年後、その小論を読んだアメ
リカ人のベーリ・ドゥエル先生（川越市在
住で、当時、国際商科大学講師で文化人類
学を研究＝現・東京国際大学名誉教授）が、
お会いしたいと声を掛け、お二人での川越
いも及びサツマイモ文化史研究がはじまっ
た。オンリーツーでのイモ学研究であった。
　大きな変化が起こったのは、昭和57年秋

からの「川越いもの歴史展」と公民館講座
の「さつまいもトータル学」であった。ま
た、いも料理を看板にした「いも膳」が昭
和57年に偶然にも開店した。翌年、公民館
主導で「川越いも祭」が開かれ、さらにそ
の勢いで昭和59年３月に、市民運動として

「川越いも友の会」が発足され、川越いも
文化活動に火がついた。その中心的な立場
にいたのが、井上先生であった。

４：井上先生のイモ学の主な業績
　井上先生のサツマイモ歴史文化研究の主
な業績をあげれば、次のような事柄である
と思える。
・�川越いもの歴史解明・・・川越いもの作

り初めから、江戸後期に焼き芋用の原料
として有名になり、さらに甘藷増収法を
確立した赤沢仁兵衛の登場や芋せんべい
の歴史、芋掘り観光農業などの隆盛に至
るまでの経緯を研究された。

　�特に、私が印象に残っているのは、「江

1983年のイラスト・・・「1981年より、川越いも文
化史の研究活動は、オンリーツーとしてベーリ・ドゥ
エル先生と行われた。イラスト画：山田英次」
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いも類振興情報　157号　2023.10

戸時代に将軍が川越いもの美味なるを絶
賛した」という有名な逸話を真剣に文献
調査して、結局それは、或る郷土史研究
家が話した作り話だったとの結論を得
て、私に話してくれたことである。一般
に誇張して言い伝えられることは、後世
の作り話である可能性があることを教え
られた。

・�江戸及び東京の焼き芋文化史・・・焼き
芋の歴史文化を詳しく取材研究され、甘
藷問屋のみならず戦後の石焼き芋出稼ぎ
労働者の実情や、焼き芋の販売する音声

（地方によって異なる）まで調べられて
いた。

・�紅赤の文化研究・・・紅赤は、明治31年
に埼玉県北浦和の山田いちが発見したイ
モであったため、詳しく研究されていた。
川越地方の紅赤づくり名人に栽培技術を
取材されると共に、東京の東村山市周辺
で紅赤作りに誇りをもっている農家へも
足を運び、熱心に取材をされていた。

・沖縄百号（勝利百号）の歴史研究・・・
　�井上先生は、日本で育種された沖縄百号

が、戦時中に中国へ渡り、その後、普及
して勝利百号となった新聞記事（1984年
９月）を読んでいたため、６年後の、
1990年８月に「中国サツマイモ視察団」

（川越いも友の会主催）を組織し、中国
各地の甘藷研究施設を巡った。私も同行
したが、中国の育種の大家：盛家廉先生
に会い、勝利百号の遺伝子を継ぐ「徐薯
18号」の開発について取材され、中国と
日本のイモ文化の親密性を明らかにされ
た。

　井上先生の研究スタイルは、まず図書館
などで十分文献資料調査をされて、そのあ

と多くの現地の関係者に会い、聞き取りを
されるというスタイルであった。そのため、
多くの貴重な聞き書きノートを残された。
発表の文体は、一般人にも分かり易く読み
やすい文章で馴染みやすいものだった。日
本いも類研究会や（一財）いも類振興会の
webサイトにも掲載されていて、多くの小
論やエッセイを自由に読むことができる。

1990年8月中国・・・「中国サツマイモ視察団を組織
し、徐州甘藷中央研究センターを訪れ、育種の大家・
盛先生にお会いした」

沖縄百号の芋掘り・・・「沖縄百号の歴史研究を行い、
サツマイモ資料館長時代、資料館にも展示をされた」
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５：サツマイモ資料館長として活躍
　川越いも友の会が発足し、昭和60年頃か
ら川越いも文化活動が予想以上に活発にな
ると、井上先生は「川越に、サツマイモ資
料館の設置を」と唱えて、それが川越いも
友の会の大きな夢となった。
　その夢に賛同した「いも膳」社長の神山
正久氏が、民営の「サツマイモ資料館」を
同敷地内に建設し、平成元年４月に開館さ
せた。当初の３年間は、私（山田）が館長
を務め運営したが、平成４年４月より閉館
する平成20年６月までの16年2か月、定年
後の井上先生が館長を務めた。館長時代、
全国のイモ産地を訪ねると共に各地のイモ
関係者と幅広いネットワークを構築され
た。反響の大きかった特別企画展示として、
終戦50周年記念の「戦争とサツマイモ」展
などを行ったりした。また海外へは、中国
やサイパン、ミャンマーなどにイモ関係で
足を運ばれた。その間、いも類振興会の評
議員や日本いも類研究会の２代目の会長を
務められた。2005年の、琉球への甘藷伝来

400年記念の時には、沖縄県嘉手納町の野
國總管甘藷伝来四百年祭に招かれ、長年の
甘藷に関する啓蒙・啓発活動を評価され「野
國總管甘藷功労賞」を受賞された。そのこ
とが嬉しい出来事だったと、後年、文中で
記している。

６：亡くなるまでイモ文化史研究に情熱
　井上先生は、『埼玉史談』『武蔵野ペン』

『川越いも友の会関係の各冊子』、『いも類
振興情報』などに、多くのイモ文化史関係
の文章を発表された。2017年11月に脳梗塞
で倒れられてからも、入院中にベッドの上
で原稿を執筆されるなど、その熱意は変わ
らなかった。自宅へ戻られてからも、部屋
中に原稿を広げ、執筆活動に励んでいられ
ていたという。2018年秋に、川越市立博物
館で開催された「川越とサツマイモ」企画
展にも、歩行補助器具を使って訪れ、11月
に来訪された沖縄の伊波勝雄先生や茨城の
先﨑千尋先生を案内し、共にイモ文化史に
ついて熱く語りあった。先生の最後の夢は、
今までの研究成果をまとめた仮称『川越い
もの文化史』の書籍を出版することであっ
た。
　７月に亡くなった後、ご家族が調べたと
ころ、約９割方の原稿はまとまっていて『川
越地方のサツマイモ文化史』という表題が
ついていたという。ご子息のご長男・健氏
は、関係者の協力を得て、来年の一周忌ま
でには発刊したいとのこと。戒名は、サツ
マイモの魅力を広く世に伝え、教師として
の生涯を全うしたことに因み、「芋博浩教

（うはくこうきょう）信士」とつけられた。
2017年10月・・・「2017年、紅赤発見120年を記念
して、10月13日のいも供養の場にて、紅赤の歴史と
特徴について講話された」
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